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岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
、
私
た
ち
は
２
つ
の
元
号
を
生
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
涯
で
も
感
慨
の
深

い
年
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

昨
年
末
に
は
、
２
０
２
５
年
の
大
阪
万
国
博
覧

会
が
決
定
す
る
と
い
う
吉
報
が
あ
り
ま
し
た
。
前

回
は
、
１
９
７
０
年
、「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」

を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
、
３
月
15
日
か
ら
６
カ
月
間

（
１
８
３
日
間
）
で
、
６
４
２
１
万
８
７
７
０
人

と
い
う
史
上
最
高
の
入
場
者
を
集
め
「
経
済
大
国

日
本
」
を
世
界
へ
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
次
回
の
万
博
は
、
前
回
以
上
の
大
き
な

意
義
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
２

０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
東
京

一
極
集
中
が
ま
す
ま
す
加
速
さ
れ
、
東
京
首
都
圏

と
そ
れ
以
外
の
地
域
へ
と
、
日
本
の
国
が
大
き
く

２
分
さ
れ
た
、
い
び
つ
な
現
状
を
打
破
す
る
可
能

性
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。

　

東
京
と
大
阪
の
２
眼
レ
フ
の
構
造
が
構
築
さ
れ

な
い
限
り
、
国
土
の
均
衡
が
保
た
れ
ま
せ
ん
。
か

つ
て
、
阪
急
の
創
始
者　

小
林
一
三
は
、「
政
治

の
都
・
東
京
に
対
し
て
、
大
阪
は
民
衆
の
大
都

会
」
と
の
至
言
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
東
京
圏
３
６
６
１
万
人
（
東
京
都
１
３
８

４
万
人
、
神
奈
川
県
９
１
７
万
人
、
千
葉
県
６
２

６
万
人
、
埼
玉
県
７
３
２
万
人
）、
大
阪
圏
１
８

２
３
万
人
（
大
阪
府
８
８
２
万
人
、
京
都
府
２
５

９
万
人
、
兵
庫
県
５
４
８
万
人
、
奈
良
県
１
３
４

万
人
）。
人
口
に
お
い
て
も
こ
れ
だ
け
の
格
差
が

あ
り
ま
す
が
、
政
治
は
東
京
、
経
済
は
大
阪
と
都

市
の
役
割
を
分
担
で
き
れ
ば
、
日
本
は
生
き
残
っ

て
い
け
る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

　

東
京
一
極
集
中
の
加
速
は
地
方
の
余
力
を
奪
い

ま
す
。
２
０
１
４
年
に
日
本
創
成
会
議
か
ら
、
そ

う
遠
く
な
い
将
来
、
全
国
の
市
区
町
村
の
半
数
８

９
６
自
治
体
が
消
滅
す
る
と
い
う
衝
撃
的
な
発
表

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
は
、
東
京
以
上
に
個
性
に
富
ん
だ
都
市
で

す
。
こ
の
街
に
は
い
く
つ
も
の
形
容
詞
が
あ
り
ま

す
。
水
の
都
、
八
百
八
橋
、
天
下
の
台
所
、
東
洋

の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、
本
音
の
町
、
梅
の
都
、
商

都
、
食
い
倒
れ
の
町
、
値
引
き
の
大
阪
…
。
画
一

化
さ
れ
た
人
工
都
市
・
東
京
に
は
こ
れ
だ
け
の
形

容
詞
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
阪
圏
の
復
活
が
、
今
後
の
日
本
の
成
長
戦
略

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
金
20
万
円

∞（
は
ち
）の
会
様
か
ら

小
学
校
備
品
購
入
費
と
し
て
の

活
用
の
た
め

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
10
万
円

（
公
社
）
阿
南
法
人
会
様
か
ら

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
の
収
益

金
を
社
会
福
祉
事
業
運
営
基
金

と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

阿
南
市
消
防
出
初
式

　

輝
か
し
い
平
成
31
年
の
新
春
を

飾
る
、
阿
南
市
消
防
出
初
式
を
開

催
し
ま
す
。
出
初
式
は
、
消
防
団

員
・
職
員
の
士
気
の
高
揚
と
、
職

務
の
重
要
性
を
再
確
認
し
、
防
災

へ
の
誓
い
を
新
た
に
、
防
災
関
係

者
約
５
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
る
年
頭
の
恒
例
行
事
で
す
。
ぜ

ひ
、
消
防
団
員
・
職
員
の
さ
っ
そ

う
た
る
雄
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
６
日
㈰　

午
前
10
時
～

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

問
い
合
わ
せ
は　
消
防
本
部
警
防

課
（
☎
22

－

３
７
９
６
）
へ

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

の
交
付
に
つ
い
て

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳

以
上
の
方
で
、
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
方
に
対
し
て

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
交
付
し
ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
や
市
・
県
民
税
の
申
告
に

お
い
て
、
税
法
上
の
「
特
別
障
害

者
控
除
」
ま
た
は
「
障
害
者
控
除
」

を
受
け
る
と
き
に
障
害
者
手
帳
の

代
わ
り
と
な
る
も
の
で
、
交
付
に

は
本
人
ま
た
は
家
族
の
申
請
が
必

要
で
す
。

　

な
お
、
既
に
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
の
交
付
を
受
け
ら

れ
た
方
で
、
要
介
護
認
定
状
態
区

分
に
変
更
の
な
い
方
は
、
申
告
の

際
に
前
回
交
付
さ
れ
た
認
定
書
が

使
用
で
き
ま
す
の
で
、
新
た
な
申

請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
特
別
障
害
者
・
障
害
者
の
区
分

は
、
介
護
認
定
の
内
容
を
審
査
し

認
定
し
ま
す
。
認
定
情
報
確
認
の

た
め
、
交
付
は
後
日
郵
送
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
受
付　
１
月
７
日
㈪
～

申
請
に
必
要
な
も
の　
介
護
保
険

被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
申
請
者
の

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
等

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
福
祉

課
（
☎
22

－

１
５
９
２
）
へ

～ 

新
時
代
に
立
ち
向
か
う 

～

市
制
施
行
60
周
年
記
念
大
会

第
35
回
阿
南
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

日
時　
３
月
３
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
開
会
式
・
10
時
順
次
ス
タ
ー
ト

場
所
　
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ス
　
北
ノ
脇
・
淡
島
シ
ー
サ

イ
ド
コ
ー
ス

種
目
　
①
小
学
生
の
部
２
㌔
②
中

学
生
の
部
３
㌔
③
高
校
一
般
の
部

10
㌔
④
壮
年
の
部
10
㌔
⑤
家
族
の

部
２
㌔
（
タ
イ
ム
計
測
な
し
）

定
員
　
①
小
学
生
の
部
１
０
０
人

程
度
②
中
学
生
の
部
１
０
０
人
程

度
③
高
校
一
般
・
壮
年
の
部
４
０

０
人
程
度
④
家
族
の
部
50
組
程
度　

※
す
べ
て
申
込
順

参
加
資
格
　
小
学
４
年
生
以
上

（
家
族
の
部
の
み
３
歳
以
上
）

参
加
料
　
無
料

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
に
記
入
の

上
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
申
込
み
。

申
込
期
間
　
１
月
７
日
㈪
～
２
月

８
日
㈮

申
込
用
紙
配
布
場
所
　
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
、
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ

ー
、那
賀
川
・
羽
ノ
浦
各
支
所
ほ
か

問
い
合
わ
せ
は
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課 （
☎
22

－

３
３
９
４
）
へ

阿
南
市
武
道
館

利
用
休
止
期
間
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、
武
道
館
の
修
繕
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
休
止
期
間
は
１
月

下
旬
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

施
設
を
利
用
さ
れ
る
方
に
は
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
☎
22

－
３
３
９
４
）
へ

　

平
成
30
年
阿
南
市
議
会
12
月
定
例
会
が
12
月
４
日
に
開
会
し
、
正

副
議
長
、
各
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。各
委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て
は
、市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議長（第55代）
橋本 幸子さん

（70歳・那賀川町）

副議長（第59代）
飯田 忠志さん
（70歳・長生町）

阿
南
市
議
会
　
正
副
議
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

幼稚園助教諭
募集内容　①本年度３月末まで阿南市立幼稚

園で継続して勤務。
②各幼稚園からの要請に応じて勤

務。月５回程度。（不定期）
応募資格　幼稚園教諭免許状を有する方
賃金　１日勤務の方は日額8,300円、短時間

勤務の方は日額5,000円
申込方法　履歴書（市販のものに自筆・写真

貼付）および幼稚園教諭免許状の
写しを学校教育課へ提出してくだ
さい。面接試験の案内は、申込後
に学校教育課から連絡します。

預かり保育士

応募資格　幼稚園教諭免許状または保育士資
格を有する方

職務内容　幼稚園教育時間終了後に園児の保
育にあたる。
市内各幼稚園からの要請に応じて
勤務。月５回程度（不定期）

勤務時間　12:30～17:30　賃金　日額5,000円
申込方法　履歴書（市販のものに自筆・写真

貼付）および幼稚園教諭免許状ま
たは保育士証の写しを学校教育課
へ提出してください。面接試験の
案内は、申込後に学校教育課から
連絡します。

〈共通事項〉
採用予定人数　若干名　申込期間　随時受付
問い合わせは　学校教育課（☎22−3390）へ

「阿南市立地適正化計画」（素案）に関する説明会を開催します
今後急速に進む人口減少と高齢化を見据え、都市機能や住宅をまちの中
心部等に計画的に誘導し、コンパクトなまちづくりの形成を促進する「阿
南市立地適正化計画」（素案）を作成しましたので、次のとおり説明会
を開催します。
日時　１月16日㈬　19:00～
場所　ひまわり会館２階　21世紀室

「阿南市立地適正化計画」（素案）および「JR 阿南駅周辺再整備
基本計画」（素案）に関するパブリックコメント（意見募集）を
実施します

募集期間　１月10日㈭～31日㈭
公表資料　「阿南市立地適正化計画」（素案）、「JR 阿南駅周辺まちづく

り基本計画」（素案）
公表場所　まちづくり推進課、各住民センター、那賀川支所および羽ノ

浦支所、市ホームページ
意見を提出できる方　①市内に在住、在勤または在学の方

②市内に事務所または事業所を有する方
③市に納税義務を有する方

提出方法　様式は自由ですが、氏名および住所を記入の上、まちづくり
推進課に持参、郵送、または電子メールで提出してくださ
い。また、意見提出用紙を公表場所に用意していますので、
ご利用ください。
※電話など口頭による受付はしません。

意見の公表　提出された意見は、氏名、住所等の個人情報を除き、その
内容を整理して原則公表します。なお、意見等についての
個別回答はいたしませんので、ご了承ください。

問い合わせは　〒774-8501　富岡町トノ町12番地３
まちづくり推進課（☎22−1596）へ
e-mail:toshikei@anan.i-tokushima.jp

臨時的任用職員を募集まちづくり推進課からのお知らせ
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募集内容　市役所および関係機関において、窓口業務
等に従事する職員

応募資格　パソコンで文書作成、表計算ができる方
採用予定人員　臨時的な業務が生じた場合に採用しま

す。
賃金　日額7,000円
申込方法　履歴書（市販のものに自筆・写真貼付）を

人事課へ提出してください。試験案内は、
申込期間中に人事課で配布します。

申込期間　１月８日㈫～17日㈭　8:30～17:15
（土、日、祝日は除く）

試験内容　筆記試験
試験日　２月３日㈰
問 人事課（☎22−1112）へ

事務（臨時的任用職員）

募集内容　市内の幼稚園・小学校・中学校等において、
臨時的に勤務する学校用務員

採用予定人員　業務の必要に応じて採用します。
平成30年度採用実績：23人

賃金　日額7,000円
申込方法　履歴書（市販のものに自筆・写真貼付）を

教育総務課へ提出してください。試験案内
は、申込期間中に教育総務課で配布します。

申込期間　１月22日㈫～31日㈭　8:30～17:15
（土、日曜日は除く）

試験内容　面接試験
試験日　２月10日㈰
問 教育総務課（☎ 22 − 3299）へ

学校用務（臨時的任用職員）

募集内容　市立保育所において、臨時的に勤務する給
食調理員

採用予定人員　業務の必要に応じて採用します。
平成30年度採用実績：45人

賃金　日額7,300円
申込方法　履歴書（市販のものに自筆・写真貼付）を

人事課へ提出してください。試験案内は、
申込期間中に人事課で配布します。

申込期間　１月４日㈮～17日㈭　8:30～17:15
（土、日、祝日は除く）

試験内容　面接試験　　
試験日　１月27日㈰
問 人事課（☎22−1112）へ

保育所給食調理（臨時的任用職員）

募集内容　要介護認定申請者宅等を訪問し、心身の状
況を調査する嘱託職員

応募資格　看護師または介護支援専門員の資格を有し、
普通自動車運転免許を有する方

採用予定人員　６人
報酬　月額198,900円
申込方法　自筆履歴書に看護師免許証または介護支援

専門員証および普通自動車運転免許証の写
しを添えて介護・ながいき課へ提出してく
ださい。

申込期間　１月7日㈪～18日㈮　8:30～17:15
（土、日、祝日は除く）

試験内容　面接試験
試験日　２月9日㈯
問 介護・ながいき課（☎24−8007）へ

介護保険認定調査員（嘱託職員）

募集内容　市内の学校給食施設および学校給食センタ
ーにおいて、臨時的に勤務する給食調理員

採用予定人員　業務の必要に応じて採用します。
平成30年度採用実績：42人

賃金　日額7,300円
申込方法　履歴書（市販のものに自筆・写真貼付）を

教育総務課へ提出してください。試験案内
は、申込期間中に教育総務課で配布しま
す。

申込期間　１月４日㈮～15日㈫　8:30～17:15
（土、日、祝日は除く）

試験内容　面接試験
試験日　１月27日㈰
問 教育総務課（☎22−3299）へ

学校給食調理（臨時的任用職員）

募集内容　保健センターにおける保健事業業務補助
応募資格　保健師、看護師、助産師または管理栄養士

（３月31日までに資格取得見込の方を含む）
勤務体系　常勤
採用予定人員　4人（業務の必要に応じて採用します）
賃金等　保健師日額8,500円、管理栄養士日額8,400

円、助産師日額8,500円、看護師日額7,700円　
申込方法　履歴書（市販のものに自筆・写真貼付）と

免許証のコピーを保健センターに提出。
申込期間　１月７日㈪～25日㈮　8:30～17:15

（土、日、祝日は除く）
試験内容　面接試験
試験日　２月17日㈰　
試験場所　健康づくりセンター
問 保健センター（☎22−1590）へ

保健センター職員（臨時的任用職員）

平成31年度臨時的任用職員・
嘱託職員を募集します

提出書類に記載された個人情報等は、目的
以外には使用しません。勤務条件等くわし
くは担当課までお問い合わせください。

科学センター専門指導員
（天文学指導員）の募集

公的年金等の源泉徴収票の交付

平成31年４月採用の科学センター専門指導員の募
集および採用審査を実施します。
職務内容　科学センターで実施する天文事業および

小中学生への理科学習指導。土、日、祝
日の出勤、22:00までの勤務あり。

資格　理系の４年制大学を卒業し、理科の教員免許
または学芸員資格を有する方、または平成
31年３月31日までに卒業、もしくは資格取
得見込みの方。
前項の条件を満たし、一般来館者や児童・生
徒に対応できる天文学の知識を有する方。

採用予定人員　１人
任用期間　４月１日～平成32年３月31日
報酬　月額195,100円
申込期間　１月８日㈫～27日㈰　9:30～17:15

※毎週月曜日を除く。土、日、祝日の受
付可。

申込方法　自筆履歴書（JIS規格用紙）に必要事項
を記入の上、大学の卒業証書、教員免許
状または学芸員資格証明書の写し（卒業・
取得見込み証明書も可）を添えて科学セ
ンターへ提出してください。提出する書
類はまとめて封筒に入れ、必ず表に「専
門指導員応募」と朱書きをしてください。

面接日　２月17日㈰
※詳細は後日連絡します。
※いただいた個人情報は、目的以外には使用しませ

ん。
勤務条件等問い合わせは　
科学センター（☎42−1600）へ

老齢年金は、所得税法上の雑所得として課税の対象
になっています。そのため、老齢年金を受けている
方には、１年間の年金の支払総額などを記載した「公
的年金等の源泉徴収票」が１月下旬から２月上旬に
かけて送付されますので、確定申告の際に提出して
ください。
ただし、障害年金・遺族年金は、課税の対象となっ
ていないため、源泉徴収票は送付されません。
なお、源泉徴収票を紛失された場合や未着の場合等
には、徳島南年金事務所（☎088−652−1511）
において源泉徴収票の再交付の受付を行っています。
問い合わせは　保険年金課（☎22−1118）へ

阿南市成人式のお知らせ

総務課からのお知らせ

平成31年「阿南市成人式」を次のとおり開催し
ます。
日時　１月13日㈰　13:00開式（受付12:30～）
　　　※式典終了後、記念撮影を行います。
場所　スポーツ総合センター（サンアリーナ）
該当者　平成10年４月２日～平成11年４月１日

までに生まれた方で、①阿南市に住所を
有する方、②阿南市出身で出席を希望さ
れる方

駐車場　スポーツ総合センター第１・第２駐車場
および王子製紙第２駐車場・王子木材緑
化駐車場をご利用ください。なお、駐車
スペースが限られています。

問い合わせは　生涯学習課（☎22−3391）へ

物品購入等の指名競争入札
参加資格審査申請の受付

平成31年度に市が発注する物品購入等【追加受
付】の指名競争入札に参加を希望される方は、申
請書を提出してください。
提出期間　１月11日㈮～２月12日㈫
　　　　　（土、日、祝日を除く）
提出書類等　市ホームページをご覧ください。

工事・コンサル等の一般競争入札（指名競争入札）
　参加資格審査申請の受付

平成31、32年度に市が発注する建設工事【定期
受付】、平成31年度建設工事に係る測量・建設コ
ンサルタント業務等【追加受付】の入札に参加を
希望される方は、申請書を提出してください。
共同受付期間　１月15日㈫～24日㈭
　　　　　　　（土、日曜日は除く）
提出書類等　市ホームページおよび徳島県電子入

札ホームページをご覧ください。

提出先・問い合わせは　総務課（☎22−3804）へ
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（サンアリーナ）
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阿南市人権教育・
啓発研究講座（冬期）受講生募集

あなんテレワーク推進センター
イベント情報！

年始の青空市

講座を集中的に開催することで、人権課題をより専門
的に学び見識を深めます。
日時　２月５日㈫、13日㈬　14:00～16:00
場所　市役所６階　602会議室
内容　「今、起きている差別事件について」
講師　阿南市人権教育・啓発講師団講師　
　　　歯朶山加代さん
定員　40人
申込締切日　１月25日㈮
申込み・問い合わせは　
人権・男女参画課（☎22−3094）へ

●自分の似顔絵アイコンをスマホで作成しよう！
スマホのお絵かきアプリを使って自分の似顔絵アイコ
ンを作成。かわいく描くコツや操作方法をお伝えしま
す。作成した似顔絵は、クラウドソーシングサイトな
どのプロフィール画像として設定します。外部講師を
招いて開催する特別イベントです。
日時　１月16日㈬　10:30～12:30
持参物　スマートフォンかタブレット、鉛筆かシャー

プペンシル、消しゴム、油性ペン（サインペ
ンくらいの太さ）

●フリマアプリを始めよう！
フリマアプリで誰でも簡単に出品・購入ができます。
初売りで買いすぎたものがあればこの機会に出品して
みましょう。断捨離にチャレンジ！
日時　１月25日㈮　10:30～12:00
持参物　スマートフォンかタブレット

〈共通事項〉
対象・定員　市内在住の女性、各８人程度
場所　牛岐城趾公園管理事務所２階
　　　（富岡町トノ町24番地21） 
※お車でお越しの際は市役所の駐車場をご利用いただ

きますようお願いします。
参加費　無料
申込方法　電話、ファクスまたはメールで、氏名、年

齢、電話番号、希望日、お子さま連れの場
合はお子さまの年齢をご記入の上、お申し
込みください。

問い合わせは　
あなんテレワーク推進センター（テレワークひろば）

（☎・FAX24−8009）※月、水、金曜日（祝日除く）
10:00～15:00
e-mail:anan@child-rin-tokushima.com

恒例の青空市を開催します。多数のご来場をお待ちし
ています。
日時　１月11日㈮　6:00～11:00
場所　市民会館駐車場
※雨天決行
問い合わせは　市民生活課（☎22−1116）へ

水道管の冬支度を！
夜の冷え込みにご注意を
気温が氷点下になると、防寒のできていない水道管は
凍ったり破裂したりします。「むき出しの水道管」、「北
向きにある水道管」、「風がよく当たる水道管」は、早
めに手当てしましょう。
水道管が破裂したとき
水道メーターの箱の中にある止水栓（バルブ）を閉め
て水を止め、破裂した部分に布やテープなどで応急手
当てをして、市指定上下水道工事店協同組合（☎22
−7608）または市指定工事事業者に修理を依頼して
ください。
水道が凍って水が出ないとき
タオルをかぶせ、その上からぬるま湯をゆっくりとか
けて溶かしてください。熱湯をかけると破裂すること
がありますので、ご注意ください。
防寒の方法

▼保温材を巻きます。蛇口付近は破裂しやすいので、
完全に包んでください。

▼保温材には、毛布や布などを利用
してください。また、保温材がぬれ
ないようビニールなどを巻いてく
ださい。

▼メーターボックスの中に毛布や布
切れなどを入れて、ふたの上にダ
ンボールを乗せるなどして保温し
てください。

問い合わせは
水道課（☎22−3295）へ
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かもだ岬温泉保養施設
かもだ岬温泉は県内屈指の天然温
泉です。ゆったりとおくつろぎく
ださい。

【１月の休館日】
４日㈮、７日㈪、８日㈫、９日㈬、
15日㈫、21日㈪、28日㈪
※26日㈯は風呂（ふろ）の日です。一般入浴料半額
問 かもだ岬温泉保養施設（☎21−3030）へ

阿南市生涯学習推進大会
阿南市市制施行60周年記念事業

生涯学習活動の発表

1963年ＮＨＫに入局し、アナウンサーとして「女性手帳」「ばらえてい　テレ
ビファソラシド」「７時のニュース」「日曜美術館」「くらしの１分メモ」「NHK
アーカイブス」、短歌・俳句の番組などさまざまなジャンルの番組を担当。
1997年には女性初の理事待遇となる。現在も「古典講読」「漢詩をよむ」など
でNHKを中心に活動する。著書には「こころを動かす言葉」「ことばの心・言
葉の力」など多数有り。千葉市男女共同参画センター名誉館長、NPO日本朗読
文化協会名誉会長なども務め、大学や文化センターでも講義や講座を持つ。

講師　アナウンサー　加賀美　幸子さん

記念講演「言葉の心・言葉の力
～生き方のカギを探す～」

主催：阿南市生涯学習推進大会実行委員会、阿南市、阿南市教育委員会
共催：阿南市ＰＴＡ連合会、阿南市成人大学運営委員会
問い合わせは　生涯学習課（☎22－3391）へ

創作劇　大野小学校３年生

演題　「はちべえだぬき」

大野地区に伝わる昔話をもとに、
子どもたちが想像をふくらませ
てつくった劇

12:00　大会受付
13:00　開　会	
13:10　記念講演
14:40　休　憩
14:55　生涯学習活動の発表
15:30　閉　会

まちの保健室で
健康チェック
しましょう！

お茶席♪
12:00～15:00
（１回200円）

小学生がお茶でおもてなし

第29回

場所　富岡公民館（富岡町）１月26日㈯ 入場無料
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＜分科会＞

会　　名 場　　所 研　　　究　　　概　　　要

第 １ 分 科 会
（ 就 学 前 教 育 ）

文化会館
２階　研修室

子どもの豊かで確かな育ちのために、園・所、家庭、地域が連携し、
人権教育・啓発を推進しよう。
就学前人権教育の意義と目的を明らかにし、その重要性を改めて確
認し合い、教育（保育）の実践や、園・所、地域における人権教育・
啓発の取組について、共に考え実践していきましょう。

第 ２ 分 科 会
（小・中学校教育）

富岡公民館
２階　大ホール

心豊かでたくましい子どもを育てるために、人権意識を高めながら
連帯感のあるＰＴＡ活動を推進しよう。
学校・家庭・地域が連携し、一体となった地域の教育力の大切さが
叫ばれています。子ども・学校・家庭・地域がつながり合う人権教
育・啓発をどのように進めていくか、 ＰＴＡ活動や地域活動を中心
に参会者が思いを伝え合う中で考えていきましょう。

第 ３ 分 科 会
（ 高 校 ・ 高 専 ・
特別支援学校教育）

ロイヤルガーデン
ホテル　２階　
サローネの間Ｂ・Ｃ

一人ひとりの進路を保障するための教育を創造し、人権問題を自ら
の課題として捉え、あらゆる差別の解消に向けて実践できる人材を
育成しよう。
自らの進路を切り拓いていく力を養うためには、学力の保障と自尊
感情を高めることができる教育の創造が重要です。学校・家庭・地
域が更に連携を深め、「身元調査お断り」ワッペン運動等の啓発活
動をとおして、知識理解だけにとどまらず、社会で実践できる人材
を育成しましょう。

第 ４ 分 科 会
（ 社 会 教 育 ）

文化会館
１階　視聴覚室

相手の立場に立ち、豊かな心を育むことを通して、すべての人の人
権が尊重される人権のまちづくりを推進しよう。
すべての市民が日常生活の中で「人権」の視点をもち、 「人権」と
結びつけて考えることをとおして、あらゆる差別や不合理を許さな
い地域づくりに向けた教育・啓発活動を推進していきましょう。

第 ５ 分 科 会
（ 企 業 ・ 職 域 ）

ロイヤルガーデン
ホテル　２階
サローネの間Ａ

市内のすべての企業が人権問題を学習し、お互いの人権を守り、差
別のない明るい職場をつくろう。
企業内の人権教育・啓発への取り組み体制（社内指導者の養成等）
を見直し、強化することにより、企業人・社会人としての資質の向
上をめざした実践活動を推進しましょう。

第 ６ 分 科 会
（ 行 　 　 　 政 ）

ロイヤルガーデン
ホテル　別館
レジェンダ

公務員として要請されている課題と使命をもって「人権尊重のまち
づくり」に取り組んでいこう。

「阿南市人権施策基本方針」の趣旨に基づき、常に人権の視点に立
って日常業務を遂行するとともに、これまで培われてきた人権教
育・啓発の実績や成果をふまえながら関係機関・職場・地域との連
携を密にした実践活動を推進しましょう。

※各分科会において手話通訳を希望される方は１月21日㈪まで、託児を希望される方（年齢制限10カ月から８
歳まで）は１月25日㈮までに人権教育課へお申し込みください。

申込み・問い合わせは　人権教育課（☎22−3392）へ

阿南市人権教育研究大会を次の日程で開催します。多数ご参加ください。　

趣旨　同和問題をはじめ、さまざまな人権問題を自らの課題として捉え、人権教育・啓発活動の具体的な実践に
ついて研究する。

日時　２月２日㈯　10:00～16:00（予定）　　参加費　700円（弁当・お茶付き）

研究内容および場所　
＜全体会＞　夢ホール（文化会館）　　講演　演題　「プロローグ～差別解消のための三つの法律～」

　講師　一般社団法人　部落解放・人権研究所

　　　　所長　谷川 雅彦 さん

阿南市人権教育研究大会にご参加ください
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水
保

■
俳
句
の
部

【
市
長
賞
】
金
本
ひ
ろ
み

【
議
長
賞
】
田
中
栄
子

【
教
育
長
賞
】
車
田
マ
サ
子

■
短
歌
の
部

【
市
長
賞
】
庄
野
悦
子

【
議
長
賞
】
亀
島
賀
陽
子

【
教
育
長
賞
】
西
崎
ま
き
子

■
科
学
経
験
発
表
の
部
（
１
～
４

年
生
）

【
市
長
賞
】

　

原
田
裕
士
（
津
乃
峰
小
）

【
教
育
長
賞
】

　

岩
浅　

花
（
富
岡
小
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

　

祖
父
江
晴
彦
（
富
岡
小
）

■
科
学
経
験
発
表
の
部
（
５
、
６

年
生
）

【
市
長
賞
】

　

阪
本
奏
一
郎
（
富
岡
小
）

【
教
育
長
賞
】

　

原
田
明
依
（
津
乃
峰
小
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

　

中
西
瑚
珀
（
富
岡
小
）

■
科
学
経
験
発
表
の
部（
中
学
生
）

【
市
長
賞
】

山
下
乃
愛
、
大
地　

凪
、

國
清
咲
良
、
八
木
麻
理
奈
、

山
崎
優
真
、
若
松
凜
華
、

新
川
文
香
（
富
岡
東
中
）

【
教
育
長
賞
】

　

吉
野
嘉
人
（
阿
南
中
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

天
羽
千
尋
、
上
田
潤
正
、

藤
枝
知
希
、
元
木　

紀
、

　

山
田
晋
輔
（
富
岡
東
中
）
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「
今
か
ら
16
年
前
と

な
り
ま
す
が
」

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

が
ん
対
策
に
つ
い
て
、
私
た

ち
が
で
き
る
一
番
の
方
法
は
予

防
と
早
期
発
見
で
す
。
ほ
と
ん

ど
の
が
ん
は
早
期
発
見
で
治
り

ま
す
の
で
、
家
族
そ
し
て
自
分

自
身
の
た
め
に
も
検
診
は
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。
車
検
は
受

け
る
け
ど
、
が
ん
検
診
は
受
け

な
い
と
い
う
の
は
論
外
か
と
思

い
ま
す
。

　

起
業
と
病
気
が
同
時
期
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
二
つ
の
顔
が

あ
り
ま
す
が
、
軸
足
は
常
に
会

社
に
あ
り
、
今

も
没
頭
し
て
お

り
ま
す
。
従
来

か
ら
の
仕
事
と

は
別
に
、
開
発

し
た
装
置
が
さ

ま
ざ
ま
な
分
野

に
ま
で
役
立
つ

こ
と
が
分
か
り
、
国
内
大
手
メ

ー
カ
ー
の
み
な
ら
ず
、
海
外
か

ら
の
試
作
も
増
え
て
お
り
ま
す
。

装
置
価
格
が
高
額
な
こ
と
も
あ

り
、
受
注
決
定
ま
で
幾
度
も
試

作
を
重
ね
る
な
ど
時
間
は
か
か

り
ま
す
が
、
信
頼
で
き
る
協
力

企
業
さ
ま
と
と
も
に
、
ま
た
社

員
と
家
族
の
た
め
に
も
前
進
し

て
お
り
ま
す
。

　

次
は
、
羽
ノ
浦
町
の
鈴
江　

文
子
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　

人
の
和
に
縁
に
恵
ま
れ
た
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
に

　

16
年
前
、
48
歳
の
時
、
起
業
と

同
時
期
に

ス
テ
ー
ジ

４
の
進
行

が
ん
が
見

つ
か
り
ま

し
た
。
Ｓ

状
結
腸
が

ん
で
既
に

肝
臓
ま
で
転
移
し
て
お
り
、
当
時

の
医
療
で
完
治
す
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

転
院
し
た
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

で
の
治
療
が
私
に
合
っ
て
い
た
の
か
、

肝
臓
・
肺
へ
転
移
し
た
が
ん
も
手

術
で
全
て
取
り
き
る
こ
と
が
で
き
、

現
在
は
完
治
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
国
の
が
ん
対
策
推
進

協
議
会
委
員
を
２
年
間
務
め
、
が

ん
対
策
基
本
法
一
部
改
正
と
第
３

期
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
の
策

定
な
ど
に
少
し
は
貢
献
で
き
た
か

西路見町
勢井 啓介さん

中小企業の経営相談会のご案内

阿南市と（公財）徳島産業振興機構（徳島県よろ
ず支援拠点）は、中小企業の振興に関して連携お
よび協力を深めるため、協定を締結し、中小企業・
小規模事業者の皆さんの起業からＩＴ活用、販路
相談、施策活用などさまざまな経営相談を行って
います。経営上の相談がある方は、お気軽にご連
絡ください。
●県南部サテライト相談所
日時　１月９日㈬、２月13日㈬、３月13日㈬
　　　10:00～16:00

※前日までに徳島県よろず支援拠点にご予
約ください。

※毎月第２水曜日に開催します。
場所　南部総合県民局阿南庁舎３階　協議室
問い合わせは　
徳島県よろず支援拠点（☎088−676−4625）
または商工観光労政課（☎22−3290）へ
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